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2009-2010年度 ＲＩ会長      次回例会予定 ６月１６日 会長・幹事一年間を振り返って 

ジ ョ ン ・ ケ ニ ー     ６月２３日 さよなら例会 
 
 
VOL. ４７  No.３８ （通算Ｎｏ．2240）      

 

２０１０年６月９日（水）例会プログラム 

点 鐘 

ロータリーソング・四つのテスト 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸 報 告 

幹事報告 

会長挨拶                             

２００９－２０１０年度事業実績報告              

                                  「ダリア」 

                                  写真提供：染谷正美会員 
                          
         

 
 

２００９－２０１０年度      会長 田 上 秀 雄        幹事 武 藤 康 之 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例 会 場 ・ 例 会 日≫      ≪事 務 所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790   〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3F            釜久ビル 3F 

毎週 水曜日 12:30～13:30  ☎ 0297-22-1251   ℡0297-30-0875    Fax0297-30-0876 

E-mail   mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

URL   http://www.mitukaido-rc.jp/ 
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例会報告   Vol.４７ No.３７（No.2239） ６月２日（水）晴れ  (司会 斎藤広巳委員長） 

本例会での主な事項 

☆会長挨拶                 ☆２００９－２０１０年度 事業実績報告 

 

誕 生 祝 

≪会員≫倉持功典会員 山野井周一会員  

二本松恭行会員 五木田益城会員 

≪配偶者≫山牟田会員     和久事務局 

 

 

 

 

 

諸 報 告 

雑誌委員会 鈴木 豊委員長 

ロータリーの友６月号の紹介記事 

横組み ロータリーの新しい歴史をつくる 2010 年 規定審議会リポート Ｐ12-15 

縦組み Ｐ16 二人だけの小さな炉辺会談 

ご一読頂ければと思います。 

 

幹 事 報 告  武藤康之幹事 

週報受理クラブ 龍ヶ崎中央ＲＣ 

例会変更通知   なし 

 

会 長 挨 拶  田上秀雄会長 

皆さん、こんにちは。本日は宮崎県で発生した口蹄疫についてお話してみたい

と思います。これは、口蹄疫ウイルスが原因で、偶蹄類の家畜（牛、豚、山羊、緬

羊、水牛など）や野生動物（ラクダやシカなど）がかかる病気です。口蹄疫に感

染すると、発熱したり、口の中や蹄の付け根などに水ぶくれができたりするなどの

症状がみられます。子牛や子豚では死亡することもありますが、成長した家畜で

は死亡率が数％程度といわれています。しかし、偶蹄類動物に対するウイルス

の感染力が非常に強いので、他の動物へうつさないようにするための措置が必

要です。人が牛肉や豚肉を食べたり、牛乳を飲んだりしても口蹄疫にかかることはありません。しかし、感

染している家畜の近くに行ったりすると、無意識のうちにウイルスを運んでしまうことがあるので、感染した

家畜がいる農場に行くことは避けなければいけません。不景気の中このような被害が拡大しています。

人々が安心して暮らせる手助けができるよう、ロータリークラブとしても皆様と共に今後も活動していきた

いと思います。 

 

理事会の報告 

新会員推薦・・・・鈴木茂徳氏 ヒタチ緑花代表取締役  推薦者：山野井会員、田上会員 

異議のある方は７日以内に書面をもって幹事までお願いします。 
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２００９－２０１０年度 事業実績報告      

ＳＡＡ委員会 瀬戸隆海委員長 

今年度の大きな目標として、無駄な費用の削減ということを掲げ、特にお弁当

の無駄をなくそうということで活動させていただきました。つまり、欠席届の徹

底ということであります。これは、ロータリアンとしてだけでなく、社会人として当

り前なことであります。しかしながら、会員それぞれは企業人であり経営者とし

て、突発的なことが多々発生するが故に、突然の欠席は仕方ないことでありま

す。例年、毎回のお弁当の無駄は、３個から多い時では６個以上出ることもあ

りました。一年に換算すると会員一人分の年会費に相当するものであります。 

今回、会員諸氏にお弁当の無駄をなくすという重要性をご理解いただき、かなりの費用の削減ができたと

思います。なぜなら、弁当の残りが多くても２個、ほとんどが全く残らないという日が例会日の３分の２以上

あるという結果に終わっています。 

今後とも、この運動を続けていただき、クラブの経費削減の一助になっていただければと思います。 

併せて、この運動の啓蒙手段として、SAA 便りを出させていただきました。呼び掛けに併せて、季節の行

事の情報を伝え、情報によって季節感を味わっていただければと願うものでありました。 

クラブ奉仕活動は、ニコニコボックスという皆様方の浄財で運営されておるわけであります。この趣旨につ

いても、ご理解を頂き、今年の目標が達成されております。 

こり事についても御礼を申し上げ、報告に代えさせていただきます。 

ＩＴ委員会 石塚克己委員長 

○クラブ、委員会事業、行事に参加して写真など数々のデータを週報用、ホ

ームページ用に残してきました。 

○その意味で会報、広報委員会並びに事務局に貢献できたかなと 思いま

す。又、事業やイベントに欠席した際にも、会員の皆様に写真撮影に協力い

ただきました。 

○ホームページの更新を滞りなく、進めてきました。 

○反省点として５０周年に向けてのデータ収集が少しおろそかになってしまっ

たこと。これは次年度に挽回したく思います。パスト会長の皆様、節目の周年記念誌を是非、ご提供くだ

さい。 

新世代奉仕委員会 登坂 寛委員長 

１. １０月９日～１１日にマウントあかね（北茨城市）にて開催されたライラセミナ

ーに、米山奨学生の金憲周さんをはじめとして多数の参加者を送り出すこと

ができました。 

２. ７月１２日に行われた新世代奉仕研究会に石塚克己委員とともに参加いた

しました。 

３. ９月３０日の例会において水海道ボーイスカウト団委員長中村安雄様、谷和

原ガールスカウト団委員長 庭川弘子様に育成会費の授与を行いました。 

 以上が今年度の主な事業ですが、年度当初に考えておりました子供たちを対象にした新事業につい

ては、検討する段階にも至らなかったことを大いに反省し、事業報告といたします。 

 

会員組織委員会 白井 豊委員長 

会員組織委員会は、会員増強、広報、職業分類、会員選考、R 情報の５委員

会で構成されております。４項目のテーマを掲げて活動させてやってまいりま

した。 

1. 会員増強については、田上会長、武藤幹事お二人の強力な推進の下、



THE WEEKLY REPORT 

 4 

多大な成果を達成出来ました。 

2. 地域に広く、正しく理解してもらう点では常総市民に利用していただくべく丈夫で立派なベンチを寄

贈しました。 

3. 職業分類、会員増強、会員選考の３委員会の協力によりスムーズに新入会員の獲得に成功しまし

た。 

4. 広報、R 情報委員会の両委員会により会員は基より広く地域に情報発信ができました。 

５委員会の協力の下、活動が出来ましたことに感謝申し上げます。次年度も宜しくお願い致します。 

会員増強委員会 北村陽太郎委員長 

本年度ロータリーの最重要テーマの一つである“会員増強”において、田上会

長は純増５名の目標を掲げました。その結果、田上会長・武藤幹事のもと純増

６名を達成する事が出来ました。会長・幹事の実行力と全会員の協力に感謝

致します。 

 

 

 

職業分類委員会 青木清人委員長 

本年度は、会員増強委員会より８名の推薦があり、当委員会も現在の分類表

により職業分類を致しました。 

◎ 分類をし、入会した会員 

五木田益城会員・・・・薬剤師 

山牟田 博会員・・・・食品販売 

鈴木旦麿会員・・・・外科医 

門脇清孝会員・・・・・銀行 

石塚幸一郎会員・・・・銀行 

亀崎徳彦会員・・・・・ゴルフ場 

雨谷道夫会員・・・・金属加工 

砂長秀和会員・・・・新聞販売 

◎ 分類変更 

病院→外科医・内科医（鈴木邦彦会員） 

会員選考委員会 青木全弘委員長 

本年度、当委員会は当初の選考基準に則り、６名の適格者を理事会に報告

する事が出来ました。６月２日現在５名が承認され４名の方が入会されました。

他の１名の方も入会（６月９日）が確定しております。残る１名の適格者につい

ては現時点で理事会に報告し承認待ちをしております。この他にも会員の移

動による３名の方が入会されました。昨今の経済環境が不安定で厳しい中で

の増強にも拘らず会長命題である純増５名を超える成果を上げる事が出来た

事は、特に田上会長の会員増強に対する熱い思いと、優れた行動力、そして

会員各位のご協力の賜であると思います。 

新会員・・・五木田益城、山牟田 博、鈴木旦麿、雨谷道夫、砂長秀和 

移動新会員・・・・門脇清孝、石塚幸一郎、亀崎徳彦 

ロータリー情報委員会 長塚 暁委員長 

１１月１１日に２３年未満の会員に対しインフォーマルミーティングを行いました。

２８名の参加があり、講師には北村 仁パストガバナーにお願いをしました。と

ても有意義なンフォーマルミーティングでした。 
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また、新会員には入会のしおりを配布しました。 

クラブ管理運営委員会 松坂興一委員長 

クラブの管理運営については効率的且つ親睦を深めることに重点をおいて実施

して参りました。ロータリーの原点が会員相互の親睦にあることは勿論のことです

が、昨今ともすれば目立つ奉仕事業にばかり目が向く偏った傾向があるように思

われます。会員相互の友情とクラブの固い結束こそが全ての奉仕活動の活性化

に繋がるものと思います。今年度管轄下にある７つの委員会の活動は、そうした

主旨のもとに大きな成果を上げる事が出来、心より感謝申し上げます。 

会長が掲げた最大の重点目標である会員増強も立派に達成出来、副会長とし

ても面目を保つ事が出来ました。会員各位に御礼申し上げます。 

出席委員会 福田克比古委員長 

出席率向上の為メーキャップを奨励するとともに、ＳＡＡの活動方針の一つ

「弁当の無駄をなくそう」に協力し、「無断欠席をなくそう」の方針のもとに無断

欠席者の御氏名を例会時に公表させて頂きました。その結果、無断欠席者が

激減した。また今年度の地区大会において出席率地区内３位となり表彰され

た。会員各位の御協力に感謝申し上げます。 

 

 

 

出 席 報 告 （福田克比古委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５５名 ４９名 ６名 ０名 １０名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス 瀬戸隆海委員長              入金計 ￥52,000   累計 ￥2,022,000  

誕生祝御礼≪会員≫二本松・山野井・五木田（益）・倉持 各会員   ≪配偶者≫山牟田会員   

誕生日プレゼントを頂きました。  和久事務局 

田上年度いよいよラストスパートです。皆様、何事もなく職業奉仕、ロータリー活動宜しくお願いします。 

田上会員 

６月１日よりクールビスです。宜しくお願いします。  門脇会員 

筑波銀行さんのコンペ、僅差で優勝しました。支店長お疲れ様でした。  北村（英）会員 

先週のコンペは僅差の準優勝でした。明日のコンペは本命、優勝です。  青木（清）会員 

その他  横山会員 

田上会長、一年間ご苦労様でした。  石塚（幸）会員 

田上年度、最終月です。ニコニコボックス・出席報告宜しく。  瀬戸会員 

本日早退します。  熊谷・染谷（昭） 各会員 

次週所用のため例会欠席します。  石塚（克）会員 

例会欠席しました。  鈴木（豊）・染谷（秀）・染谷（昭）  各会員 

 

会報委員会   染谷正美委員長   秋田政夫副委員長   石塚幸一郎委員 

 

 



THE WEEKLY REPORT 

 6 

 
親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、 

この 2 月に私はアメリカ・ミネソタ州にあるセントポールロータリークラブの 100 周年記念祝賀会に出席しま

した。 

夕食会の後、若い女性が私のところへやってきて「この年度にあなたがロータリーで見たものの中で、一

番心を打たれたことは何でしたか？」と尋ねました。 

体験しなければわからない 

このような単純な質問に答えるのは、心に深く触れる出来事をあまりにも多く体験し、ロータリアンであるこ

とを誇りに思った私にとっては不可能に近いことです。この 12 か月、私たちの奉仕活動がどのように他の

人々の暮らしにかかわり、私たちの取り組みが、援助を必要とする人々にとって、どれほどすばらしいこと

であるかを気づかせてくれる機会と恩恵を与えられました。 

1 月の大地震で壊滅したハイチの写真を見ることと、実際にがれきの中を歩いて崩壊した建物を見るとい

うことは全く違うもので、実際の惨事の大きさは体験しなければわからないということを理解させてくれまし

た。 

2004 年の津波でばらばらになった街の再建に、ロータリーが多大の援助をしたインドネシアのバンダアチ

ェについては、訪問する前に災害の大きさを理解しているつもりでした。しかし、海から 2 マイル（約

3.2km）も離れたところに、津波で押し流された大きな貨物船が横たわっている光景までは想定していま

せんでした。 

思いやりの心を 

中国では、ロータリーが支援している児童養護施設で、列車の中に捨てられていた生後 2 か月の女の赤

ちゃんを抱き上げました。私の腕の中にいる赤ちゃんを見て、私はロータリーが児童養護施設に供給して

いる食料や温かい衣料、清潔で安全な家といったものが、必要とされているもののほんの一部にすぎな

いことを実感しました。その瞬間にその子が一番ほしかったのは、抱き上げてもらい、愛されていると感じ

ることだったのです。このことは私の胸にじんときました。 

ロータリアンとしての私たちが人々にできることは数多くあります。地域を支援する水、保健と飢餓追放、

識字率向上といった具体的な援助と同様に、人々に惜しげなく思いやりの心を差し伸べることも重要で

す。ちょっとした心遣いが、人々にとって何よりの助けになることがよくあるからです。 

ロータリーの未来はあなたの手の中に 

今年度ならびに国際ロータリー会長としての私の任期は、幕引きを迎えるに当たり、皆さんのロータリー

への奉仕とご支援に厚くお礼申し上げます。私が皆さんの会長を務め、「ロータリーの未来はあなたの手

の中に The Future of Rotary Is in Your Hands」というテーマを掲げたのを思い出していただけることを光

栄に思っています。 

 JOHN KENNY 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 


